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1. 冷夏型の変遷
2.ヤマセの出現時期
3. オホーツク海高気圧の動向
4. 梅雨明けの遅速



1. 冷夏型の変遷



宮古低温型

秋田低温型

境田（1980）
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１種冷夏

移動平均

1980年代以降高頻度、特に1983年以降、5年周期冷夏

第一種型冷夏
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第二種型冷夏

1995年を最後にほとんど消滅
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1940年代以降、逆位相傾向にあったが・・・





ヤマセ日の抽出

菅野（1993），昆（1984），古村（2003）のヤマセの定義を参考にした．

①八戸と宮古のいずれかにおいて，最多風向が
北から南南東の偏東風であること

②八戸と宮古における日平均気温の２地点平均
平年偏差が－１℃以下であること

③北高型の気圧配置であること

八木澤,2010：修論
2. ヤマセの出現時期



ヤマセ日数の経年変化

1960年代～1970年代半ば
安定期

1970年代半ば～2000年代
丌安定期

（八木澤,2010）

東北地方夏季平均気温偏差



ヤマセ出現時期の変化

1970年代後半から1980年台おわり

6月から7月上旬にかけてヤマセ出現のピーク

1980年台おわりから2000年代

7月中旬から下旬にかけてヤマセ出現のピーク

6月の出現が大幅に減少

8月にもヤマセが出現するようになる

（八木澤,2010）



ヤマセに伴う降水量と日照時間の変化

ヤマセに伴う降水量と日照時間の経年変化

ヤマセに伴う降水量が増加し，日照時間も減少してきている



ヤマセに伴う降水量の変化

年代別にみたヤマセの降水量分布図

（八木澤,2010）



年代別にみたヤマセの降水量分布図

1990年あたりから，降水量が増加し日照時間が減少する，
「湿った」ヤマセが増加している

その変化の原因は何か？

ヤマセに伴う日照時間の変化

（八木澤,2010）



オホーツク海高気圧の長期出現傾向．
石川卓（2009年卒論）

オホーツク海高気圧の定義

北緯４３度～６０度、
東経１４０度～１６０度

「オホーツク海上に中心をもち，その高気圧の曲率をもつ等圧線

がオホーツク海を半分以上覆う高気圧」と定義

3. オホーツク海高気圧



オホーツク海高気圧の出現時期

1970年代後半から1990年代前半

6月中旬～7月上旬にオホーツク海高気圧出
現のピーク

1990年代初めから2000年代

7月中旬～7月下旬に出現のピーク

オホーツク海高気圧の出現時期の変化とともに
ヤマセの出現時期も変化してきている

（八木澤,2010）
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梅雨期間の経年変化（1951-2009）

梅雨明けが特定できず

4. 梅雨明け

気象庁統計

梅雨明けが遅れる傾向は顕著とはいえないものの・・・
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梅雨明け前後の変化は明瞭というのが常識だったが

日最高気温と
日照時間で
顕著

「梅雨明け10日」

梅雨明け日の前
後10日間の比較

日最高気温 8.1℃
日照時間 9.3h

梅雨明け前 1.3h

梅雨明け後 7.7h
Δ6.6h

例：1969年の仙台、梅雨明けは7月14日



梅雨明け後－梅雨明け前（仙台）

-2.00 

0.00

2.00

4.00

6.00

8.00

10.00

19
61

19
63

19
65

19
67

19
69

19
71

19
73

19
75

19
77

19
79

19
81

19
83

19
85

19
87

19
89

19
91

19
93

19
95

19
97

19
99

20
01

20
03

20
05

20
07

20
09

平均気温

日照時間における気温と日照時間の変化量

2000年頃から不明瞭になってきている？



まとめ

１．第1種型冷夏は1980年代に増加し、2000年
代も高い出現率を維持しているが、第2種型
冷夏は1996年以降、現れていない。

2．ｵﾎｰﾂｸ海高気圧の出現数はほぼ横ばいで
あるが、1980年代以降、年々変動が著しい。

3．1990年代以降、 7月後半にｵﾎｰﾂｸ海高気圧
が増加し、ヤマセ日も増加している。その結果、
梅雨明けが遅れる傾向があり、梅雨明けが不
明瞭な傾向が強まっている。

4. 7月後半のﾔﾏｾは湿潤寡照の傾向が強いので
稲作をはじめその影響に注意が必要ある。



東北地方における主要水稲品種(H20)の
耐冷性といもち抵抗性

東北地方の主力品種はいずれも耐冷性「中」以上
だが、いもち病抵抗性はさまざま

上位品種(作付面積率10%以上)

東北
ひとめぼれ

(32.6)

あきたこま
ち(22.7)

コシヒカリ
(13.0)

はえぬき
(10.5)

青森
つがるロマ
ン(55.0)

まっしぐら
(38.3)

－ －

岩手
ひとめぼれ

(65.1)

あきたこま
ち(18.3)

－ －

宮城
ひとめぼれ

(81.0)
－ － －

秋田
あきたこま
ち(82.3)

－ － －

山形
はえぬき

(62.9)

ひとめぼれ
(13.2)

－ －

福島
コシヒカリ

(62.6)

ひとめぼれ
(24.8)

－ －

注１）（ ）内は作付面積率

注２）耐冷性極強，耐冷性やや強，耐冷性中

農水省資料より抜粋

品種
葉いもち抵
抗性

穂いもち抵
抗性

ひとめぼれ やや弱 中

あきたこま
ち

やや強 やや強

コシヒカリ 弱 弱

はえぬき 中 中

つがるロマ
ン

やや強 やや強

まっしぐら 強 強


